
明
治
時
代
の
日
本
酒
ラ
ベ
ル

　

店
頭
で
日
本
酒
を
選
ぶ
際
、
ラ
ベ
ル
を
見
て
直
感
で
決
め

る
と
い
う
人
は
意
外
と
多
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
意

味
で
、
ラ
ベ
ル
は
日
本
酒
の
「
顔
」
で
あ
り
、
商
品
の
イ
メ
ー

ジ
を
決
め
る
重
要
な
要
素
と
い
え
る
。

　

そ
の
た
め
、
独
立
行
政
法
人
酒
類
総
合
研
究
所
で
は
、
平

成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
初
頭
に
市
販
さ
れ
て
い
た
全
国
の

日
本
酒
ラ
ベ
ル
を
収
集
し
、
一
部
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

し
て
い
る
が
、
当
館
に
も
明
治
時
代
の
日
本
酒
ラ
ベ
ル
が
「
明

治
・
大
正
期
の
福
島
県
庁
文
書
」
中
に
残
さ
れ
て
い
る
の
で

紹
介
を
し
て
み
た
い
。

　

写
真
の
ラ
ベ
ル
は
、
北
会
津
郡
若
松
材
木
町
（
現
・
会
津

若
松
市
）
で
醸
造
本
舗
を
営
む
星
野
三
郎
治
（
会
津
三
名
園

の
ひ
と
つ
、
可
月
亭
庭
園
の
主
人
と
し
て
も
知
ら
れ
る
）
が
、

明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
に
商
標
登
録
の
手
続
き
に
あ
た
っ

て
提
出
し
た
見
本
で
あ
る
。

　

四
隅
に
雲
形
波
形
を
配
し
、
中
央
に
は
商
品
名
の
「
清
瀧
」

（
き
よ
た
き
）
が
大
書
さ
れ
、
そ
の
両
脇
に
は
「
美
味
冠
萬
國
」

（
左
側
）
「
名
酒
」
（
右
側
）
の
語
が
稲
穂
の
イ
ラ
ス
ト
と
と

も
に
添
え
ら
れ
て
い
る
。
上
部
の
「
大
日
本
帝
國
」
と
い
う

表
記
と
相
俟
っ
て
、
日
本
酒
の
醸
造
家
と
し
て
の
強
い
誇
り

を
感
じ
さ
せ
る
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。

　

加
え
て
、
現
代
の
日
本
酒
ラ
ベ
ル
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な

い
「B

E
S
T
 
W
I
N
E

」
「B

R
E
W
E
R

」
な
ど
の
英
字
が
目
を
惹
き
、

見
る
者
に
モ
ダ
ン
な
印
象
を
抱
か
せ
よ
う
。
ち
な
み
に
、
昭

和
期
の
清
瀧
の
ラ
ベ
ル
に
も
「T

H
E
 
J
A
P
A
N
E
S
E
 
R
E
F
I
N
E
D
 

S
A
K
E

」
「T

R
A
D
E
 
M
A
R
K

」
と
い
っ
た
文
字
が
あ
り
、
時
代

を
超
え
た
共
通
点
と
い
え
よ
う
か
（
『
福
島
酒
鑑
』
下
巻

四
十
五
頁
参
照
）
。

　

な
お
、
ラ
ベ
ル
に
添
付
さ
れ
て
い
る
明
細
書
に
よ
れ
ば
、

「
商
標
全
形
ノ
中
専
用
ノ
要
点
ハ
清
瀧
ノ
二
字
」
に
あ
り
、

「
西
洋
紙
ニ
印
刷
シ
、
清
酒
ヲ
容
レ
タ
ル
瓶
、
又
ハ
樽
ニ
粘

付
」
て
使
用
し
た
よ
う
だ 

（
山
田 

英
明
）

福島県歴史資料館

第 56 号　令和 2年（2020）2 月

清瀧ラベル（『商標登録他』、「明治・大正期の福島県庁文書」3333 所収）



　

地じ

方か
た

文
書
を
調
査
し
て
い
る
と
、
伝
来

経
緯
不
詳
の
大
名
の
書
状
が
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
多
く
が
、
大
名
間

の
書
状
で
、
内
容
は
年
頭
や
歳
暮
等
の
挨

拶
状
、
贈
答
品
に
対
す
る
礼
状
の
類
で
あ

る
。
何
れ
の
場
合
も
権
利
の
保
証
や
家
の

格
式
等
に
関
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
受
け

取
っ
た
大
名
側
が
後
世
ま
で
大
切
に
保
管

し
て
お
く
必
要
性
は
な
い
文
書
で
あ
る
。

　

内
容
か
ら
白
川
郡
宝
木
村
（
東
白
川
郡

鮫
川
村
西
山
字
宝
木
）
名
主
文
書
と
位
置

付
け
ら
れ
る
水
野
ユ
キ
家
文
書
の
な
か
に

も
、
一
時
期
白
河
藩
主
で
あ
っ
た
松
平

直な
お
の
り矩

関
係
の
文
書
が
九
通
含
ま
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
宝
木
村
が
白
河
藩
領
で
あ
っ

た
時
期
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
文
書
を
拝
領

の
品
と
考
え
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

上
の
文
書
は
、
そ
の
う
ち
の
一
通
で
、

秋
田
藩
主
の
佐
竹
義
長
が
松
平
直
矩
に
宛

て
た
書
状
で
あ
る
。
現
在
の
形
態
は
切
紙

と
な
っ
て
い
る
が
、
本
文
と
花
押
の
位
置

関
係
か
ら
本
来
は
折
紙
で
あ
っ
た
可
能
性

が
高
い
。
ま
た
、
本
文
は
右
筆
書
で
、
花

押
は
板
刻
花
押
を
填
墨
し
た
も
の
で
あ

る
。
書
止
め
文
言
は
「
恐
惶
謹
言
」
、
敬

称
は
「
様
」
、
「
貴
報
」
の
脇
付
が
あ
り
、

宛
名
の
始
ま
る
位
置
も
高
く
、
書
札
礼
は

厚
礼
と
言
え
よ
う
。
こ
の
書
状
の
大
意

は
、
お
お
よ
そ
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

新
年
の
御
祝
詞
と
し
て
、
お
手
紙
を
有

難
く
拝
見
し
ま
し
た
。
何
は
お
い
て
も
徳

川
将
軍
様
の
御
機
嫌
も
麗
し
く
、
年
始
の

定
ま
っ
た
儀
式
等
も
吉
例
通
り
無
事
に
済

み
、
ご
同
意
い
た
だ
き
大
変
有
り
難
う
ご

ざ
い
ま
す
。
益
々
貴
方
様
も
健
康
に
年
を

越
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
御
目
出
度
い
こ
と

と
存
じ
ま
す
。
な
お
、
何
れ
日
な
が
の
折

に
お
会
い
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　

佐
竹
義
長
は
、
岩
城
貞
隆
嫡
男
の
佐
竹

義
隆
（
岩
城
吉
隆
）
四
男
で
、
延
宝
四
年

（
一
六
七
六
）
十
二
月
十
六
日
に
壱
岐
守

に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
松
平
直
矩

は
、
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
四
月
十
五

日
に
没
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の

無
年
号
文
書
の
年
次
は
、
延
宝
五
年
か
ら

元
禄
八
年
の
間
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。 

（
渡
邉 

智
裕
）

　

家
相
家
は
陰い

ん
よ
う陽

五ご

行
ぎ
ょ
う

説せ
つ

に
基
づ
き
家
の

吉
凶
を
判
断
し
、
家
相
図
な
ど
で
指
南
し

た
。
県
内
で
も
家
相
図
が
伝
わ
る
が
、
彼

ら
の
実
態
は
不
詳
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、

江
戸
後
期
に
家
相
家
を
輩
出
し
た
伊
達
郡

森
山
村
（
現
国
見
町
）
佐
久
間
家
に
注
目

し
、
家
相
家
の
一
端
を
示
し
た
い
。

　

当
時
の
当
主
佐
久
間
純す

み
し
げ重

は
、
易
占
の

大
家
、
畿
内
の
松
浦
東と

う
け
い鶏

や
松
浦
泉せ

ん
り
ん隣

に

学
び
、
師
所
有
の
家
相
書
を
写
し
、
秘
伝

を
伝
授
さ
れ
、
の
ち
家
相
書
序
文
を
書
い

た
。
純
重
は
習
得
し
た
家
相
・
易
占
の
知

識
を
一
子
相
伝
に
せ
ず
、
南
東
北
の
人
へ

伝
授
し
、
佐
久
間
家
当
主
は
そ
の
姿
勢
を

受
け
継
ぎ
、
家
相
の
普
及
に
努
め
た
。
下

の
「
誓
約
之
事
」
（
佐
久
間
成
章
家
文
書

二
〇
一
）
は
、
佐
久
間
家
へ
の
入
門
者
が

差
し
出
し
た
誓
約
書
で
あ
る
。
佐
久
間
家

文
書
の
誓
約
書
二
十
三
点
の
分
析
で
、
同

家
の
家
相
伝
授
の
実
態
が
垣
間
見
え
る
。

　

誓
約
書
で
は
入
門
と
伝
授
の
許
可
を
感

謝
し
他
伝
し
な
い
と
誓
い
、
背
け
ば
神
罰

を
蒙

こ
う
む

る
と
誓
う
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
本

文
と
年
記
ま
た
は
差
出
人
名
と
宛
名
の
間

に
「
聖
徳
太
子
」
と
記
す
場
合
も
多
い
。

こ
れ
は
太
子
が
日
本
に
家
相
を
広
め
た
説

話
が
影
響
し
、
誓
い
を
強
め
る
た
め
記
し

た
と
み
ら
れ
る
。
な
お
、
敬
称
は
「
先
生
」

も
用
い
ら
れ
、
下
は
佐
久
間
家
の
居
館
名

に
基
づ
き
「
松
泉
官
大
先
生
」
と
あ
る
。

　

入
門
年
代
は
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）

か
ら
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
に
亘
る
。

明
確
な
入
門
者
の
在
所
は
、
伊
達
郡
十

名
、
信
夫
郡
二
名
、
安
達
郡
・
岩
瀬
郡
・

石
川
郡
・
白
川
郡
・
白
河
郡
・
出
羽
国
最

上
郡
・
同
国
村
山
郡
が
各
一
名
で
、
大
半

は
在
村
だ
が
、
棚
倉
な
ど
在
町
も
い
る
。

百
姓
以
外
に
、
山
形
六む

つ

椹
く
ぬ
ぎ

明
秀
院
慧
純
ら

宗
教
者
が
目
立
ち
、
石
川
町
鈴
木
茂
市
郎

ら
郷
士
や
、
商
人
・
学
者
も
み
ら
れ
る
。

　

伝
授
内
容
の
多
く
は
一
つ
書
き
で
複
数

記
さ
れ
て
い
る
。
家
相
九
件
、
家
相
方ほ

う
か
ん鑒

六
件
、
方
鑒
五
件
、
家
相
貞
正
・
年
々
方

鑒
が
各
四
件
、
吉
凶
分
量
三
件
、
家
相
改

正
二
件
、
家
相
方
位
吉
凶
・
家
相
中
央
五

巻
・
四
神
五
巻
・
吉
神
撰
方
・
吉
神
之
巡
・

土
金
兼
備
行
事
・
本
命
的
殺
が
各
一
件
で

あ
る
。
方
鑒
は
方
位
の
占
術
で
、
家
相
方

鑒
の
具
体
的
な
奥
義
・
家
相
書
も
多
い
。

　

南
奥
羽
の
家
相
や
暮
ら
し
に
影
響
を
与

え
た
佐
久
間
家
に
つ
い
て
、
今
後
の
学
際

研
究
が
俟ま

た
れ
る
。 

（
小
野 

孝
太
郎
）
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宝
木
村
名
主
文
書
に

　

残
さ
れ
た
佐
竹
義
長
書
状

家
相
家
の
佐
久
間
家
と

近
世
南
奥
羽
で
の
家
相
伝
授



　

明
治
期
の
本
県
金
融
機
関
に
つ
い
て

は
、
主
に
江
戸
期
か
ら
続
く
養
蚕
業
の
活

況
と
そ
の
取
引
の
拡
大
に
伴
う
需
要
が
設

立
の
背
景
と
な
っ
て
お
り
、
先
ず
明
治
九

年
（
一
八
七
六
）
の
国
立
銀
行
条
例
改
正

後
に
、
六
行
の
国
立
銀
行
が
設
立
さ
れ

た
。
そ
の
後
明
治
二
十
六
年
に
銀
行
条
例

が
施
行
さ
れ
、
明
治
三
十
年
前
後
に
多
く

の
私
立
銀
行
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。

　

当
館
収
蔵
の
明
治
・
大
正
期
の
福
島
県

庁
文
書
三
三
八
九
～
三
三
九
四
の
六
冊
に

明
治
三
十
年
前
後
の
銀
行
関
係
書
類
が
あ

り
、
新
規
設
立
申
請
書
類
や
条
例
で
提
出

が
義
務
付
け
ら
れ
た
半
期
ご
と
の
営
業
報

告
書
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
明

治
三
十
年
の
も
の
を
紹
介
し
た
い
。

　

こ
の
年
の
各
期
の
営
業
報
告
書
が
残
っ

て
い
る
の
は
十
一
の
銀
行
で
、
資
本
金
、

自
己
資
本
利
益
率
（
Ｒ
Ｏ
Ｅ
）
、
配
当
性

向
を
表
に
ま
と
め
た
。
一
行
を
除
く
、
各

銀
行
に
つ
い
て
各
指
標
を
見
る
と
、
Ｒ
Ｏ

Ｅ
は
、
八
％
台
か
ら
二
四
％
台
と
一
〇
％

前
後
の
銀
行
が
多
い
。
資
本
規
模
の
違

い
が
あ
ま
り
認
め
ら
れ
ず
、
全
体
的
に

高
い
傾
向
が
あ
る
。
配
当
性
向
は
、
四
、

五
〇
％
台
と
七
、
八
〇
％
台
の
銀
行
に
分

か
れ
る
。
資
本
規
模
の
小
さ
な
銀
行
や
合

資
会
社
の
配
当
性
向
が
高
い
こ
と
は
興
味

深
い
。

　

一
方
、
現
代
の
銀
行
に
目
を
転
じ
て
み

る
と
、
二
○
一
九
年
三
月
期
の
連
結
決
算

の
Ｒ
Ｏ
Ｅ
で
は
、
県
内
銀
行
三
行
で
四
％

以
下
、
メ
ガ
バ
ン
ク
三
行
で
も
七
％
以
下

と
な
っ
て
お
り
、
一
〇
％
を
超
え
る
銀
行

は
皆
無
と
な
っ
て
い
る
。

　

福
島
県
内
の
黎
明
期
私
立
銀
行
の
指
標

は
最
近
の
銀
行
の
そ
れ
と
比
較
し
て
も
、

遜
色
の
な
い
数
値
と
言
え
る
。
特
に
経
営

の
指
標
で
あ
る
Ｒ
Ｏ
Ｅ
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
銀
行
で
は
超
え
て
い
な
い
一
〇
％
の

数
値
を
、
半
数
近
く
の
銀
行
が
超
え
て
い

る
こ
と
は
大
変
興
味
深
い
。
こ
の
時
期
の

銀
行
が
か
な
り
効
率
的
な
経
営
を
行
っ
て

い
た
こ
と
が
推
し
量
れ
る
と
と
も
に
、
そ

の
活
動
を
支
え
た
県
内
の
経
済
活
動
も
活

況
を
示
し
て
い
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
史

料
と
な
っ
て
い
る
。 

（
藤
谷 

誠
）

　

筆
者
は
、
前
号
で
『
古
社
寺
保
存
金

下
附
願
書
其
他
』
（
福
島
県
神
社
庁
文
書

一
三
七
）
の
な
か
か
ら
新
た
に
見
出
し
た

明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
頃
の
白
水

阿
弥
陀
堂
の
古
写
真
を
紹
介
し
た
。
本
号

で
は
、
一
緒
に
保
存
さ
れ
て
い
た
白
水
阿

弥
陀
堂
の
仏
像
群
の
古
写
真
を
現
存
の
も

の
と
比
較
し
て
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

左
の
写
真
は
、
白
水
阿
弥
陀
堂
の
荒
廃

に
よ
り
、
一
時
的
に
願
成
寺
（
い
わ
き
市

内
郷
白
水
町
）
へ
安
置
さ
れ
た
状
態
の
白

水
阿
弥
陀
堂
の
仏
像
群
で
あ
る
。
こ
の
写

真
も
、
明
治
三
十
一
年
頃
に
撮
影
さ
れ
た

も
の
で
、
現
在
知
ら
れ
て
い
る
白
水
阿
弥

陀
堂
の
仏
像
群
の
写
真
の
な
か
で
最
も
古

く
、
彫
刻
史
を
研
究
す
る
上
で
も
資
料
的

価
値
が
極
め
て
高
い
も
の
で
あ
る
。

　

仏
像
は
横
一
列
に
五
躯く

写
っ
て
お
り
、

現
在
で
は
全
て
国
指
定
重
要
文
化
財
（
彫

刻
）
に
な
っ
て
い
る
。
中
央
が
、
本
尊
の

木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
で
、
頭
部
中
央
に

縦
割
れ
が
生
じ
、
肉に

く
け
い
そ
う

髻
相
・
肉に

く
け
い
し
ゅ

髻
珠
・
白

び
ゃ
く

毫ご
う
そ
う相

・
右
手
指
先
等
が
欠
失
し
て
い
る
。

手
前
に
は
香
炉
を
載
せ
た
経
台
や
、
そ
の

左
右
に
は
花
立
が
見
え
て
い
る
。

　

向
か
っ
て
右
の
左
脇
侍
で
あ
る
木
造
観

世
音
菩
薩
立
像
は
、
白
毫
相
や
光
背
の
一

部
が
欠
失
し
て
い
る
。
ま
た
、
向
か
っ
て

左
の
右
脇
侍
で
あ
る
木
造
勢
至
菩
薩
立
像

は
、
白
毫
相
・
右
手
指
先
・
左
手
首
よ
り

先
が
欠
失
し
て
い
る
。

　

向
か
っ
て
右
端
の
木
造
多
聞
天
立
像

は
、
現
存
し
な
い
輪
宝
光
背
を
負
い
、
宝

剣
を
右
手
に
持
ち
、
左
手
首
よ
り
先
は
欠

失
し
て
い
る
。
向
か
っ
て
左
端
は
、
木
造

持
国
天
立
像
（
寺
伝
で
は
広
目
天
立
像
）

で
、
現
在
は
な
い
輪
宝
光
背
を
負
い
、
左

手
に
は
三さ

ん

鈷こ

戟げ
き

を
持
っ
て
い
る
。
な
お
、

光
背
や
持
物
は
後
補
の
可
能
性
が
高
い
。

　

こ
れ
ら
の
仏
像
は
、
明
治
三
十
七
年
に

岡
倉
天
心
主
宰
の
日
本
美
術
院
技
師
の
松

原
象

し
ょ
う

雲う
ん

・
山
本
瑞ず

い
う
ん雲

等
に
よ
っ
て
現
地
で

見
事
に
修
復
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

仏
像
群
の
後
ろ
に
は
紋
入
り
の
横
幕
が

張
ら
れ
、
横
幕
作
製
の
際
に
浄
財
を
寄
附

し
た
白
水
の
小
松
嘉
右
衛
門
・
大
越
治
右

衛
門
・
某
民
左
衛
門
・
某
甚
六
等
の
名
前

が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。 

（
渡
邉 

智
裕
）
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発
見
さ
れ
た
白
水
阿
弥
陀
堂

　
　
　

の
仏
像
群
の
古
写
真

明
治
三
十
年

福
島
県
内
銀
行
の
経
営
状
況

願 成 寺 に 安 置 さ れ た 白 水 阿 弥 陀 堂 の 仏 像 群

表 明 治 30 年 県 内 銀 行（※ 2 途 中 増 資、6 途 中 名 称 変 更）



　

古
来
狸
は
害
獣
と
捉
え
ら
れ
て
き
た

が
、
毛
は
刷
毛
・
毛
筆
に
用
い
ら
れ
、
毛

皮
は
防
寒
性
・
耐
久
性
に
優
れ
る
こ
と
か

ら
、
防
寒
具
・
敷
皮
へ
の
加
工
や
、
フ
イ

ゴ
な
ど
生
活
器
具
の
材
料
に
使
わ
れ
た
。

前
近
代
は
主
に
野
生
の
狸
が
用
い
ら
れ
た

が
、
大
正
期
に
狸
の
養
殖
に
成
功
す
る
者

が
現
れ
る
と
、
手
軽
に
飼
え
る
た
め
全
国

で
養
狸
業
が
確
立
し
、
昭
和
初
期
の
恐
慌

を
機
に
副
業
と
し
て
流
行
し
た
。

　

と
り
わ
け
福
島
県
、
特
に
養
蚕
地
の
伊

達
郡
は
、
養
蚕
不
況
か
ら
養
狸
へ
転
換
・

注
力
し
、
養
狸
日
本
一
へ
発
展
し
た
。
県

内
各
地
に
は
養
狸
組
合
が
結
成
さ
れ
、
福

島
市
腰
ノ
浜
に
農
林
省
委
託
養
狸
試
験
場

が
、
信
夫
郡
庭
塚
村
（
現
福
島
市
）
に
福

島
県
委
託
養
狸
場
が
そ
れ
ぞ
れ
開
場
し
、

蚕
都
梁
川
で
は
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）

に
全
国
初
の
養
狸
品
評
会
が
開
か
れ
た
。

福
島
県
技
手
の
丈
下
重
義
も
、
養
狸
の
書

籍
を
出
版
し
養
狸
業
発
展
に
寄
与
し
た
。

　

し
か
し
、
実
態
は
高
騰
す
る
種
狸
へ
の

投
機
的
産
業
と
な
っ
て
お
り
、
物
資
統
制

も
相あ

い

俟ま

っ
て
昭
和
十
四
年
夏
か
ら
種
狸
の

価
格
が
急
落
を
始
め
る
と
、
養
狸
撤
退
か

毛
皮
生
産
転
換
の
選
択
に
迫
ら
れ
た
。
そ

し
て
、
昭
和
十
四
年
十
二
月
四
日
、
福
島

県
養
狸
組
合
聯
合
会
長
の
坂
井
貞
一
が
福

島
県
知
事
の
橋
本
清
吉
へ
「
陳
情
書
」（
斎

藤
文
郎
家
文
書
（
そ
の
一
）
二
一
五
）
を

提
出
し
た
。
趣
旨
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
総

数
十
三
万
頭
余
に
対
し
県
内
で
約
半
数

六
万
頭
余
を
養
殖
し
、
養
狸
業
は
副
業
の

最
有
望
で
あ
る
が
、
未
曽
有
の
沈
滞
に
直

面
し
て
お
り
、
奨
励
策
を
三
つ
求
め
た
。

　

一
つ
は
、
県
の
専
任
技
術
員
の
設
置

で
、
専
門
的
な
指
導
・
奨
励
を
要
望
し
た
。

二
つ
目
は
、
聯
合
会
へ
の
県
費
補
助
で
あ

る
。
同
会
は
県
委
託
種
狸
場
や
、
品
評
会
・

講
習
講
話
の
開
催
な
ど
に
従
事
し
て
お

り
、
事
業
予
算
六
千
円
の
う
ち
三
千
円
の

補
助
を
求
め
た
。
さ
い
ご
に
、
毛
皮
出
荷

奨
励
の
県
費
補
助
で
あ
る
。
優
良
品
種
普

及
と
毛
皮
報
国
を
名
目
に
、
一
頭
に
つ
き

五
円
程
度
の
奨
励
金
補
助
を
請
願
し
た
。

　

毛
皮
生
産
へ
活
路
を
開
く
も
、
毛
皮
の

下
落
で
養
狸
業
は
衰
退
し
、
関
係
者
に
無

念
だ
け
が
残
っ
た
。
養
狸
の
顛て

ん
ま
つ末

を
恨
ん

だ
り
、
歎
い
た
り
、
「
狸
に
化
か
さ
れ
た
」

と
自
嘲
し
た
り
し
て
、
負
の
歴
史
と
し
て

忘
れ
て
い
っ
た
が
、
真
に
哀
れ
な
の
は
忘

れ
ら
れ
た
狸
で
あ
る
。 

（
小
野 

孝
太
郎
）

　

館
内
の
展
示
関
係
で
は
、
収
蔵
資
料
展

を
三
回
開
催
し
ま
し
た
。
「
江
戸
時
代
の

農
業
」
（
四
月
二
十
日
～
七
月
二
十
一
日
）

で
は
、
江
戸
時
代
の
古
文
書
や
絵
図
な
ど

か
ら
、
作
業
風
景
、
栽
培
作
物
、
農
業
技

術
書
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。
只
見
線
復

旧
応
援
「
奥
会
津
の
古
文
書
―
南
会
津
町

南
郷
地
域
を
中
心
に
―
」
（
八
月
十
日
～

十
一
月
四
日
）
で
は
、
江
戸
・
明
治
時
代

の
古
文
書
を
通
し
て
、
伊
南
川
沿
い
の
暮

ら
し
や
文
化
を
紹
介
し
ま
し
た
。
現
在

開
催
中
の
「
新
公
開
史
料
展
」
（
十
一
月

二
十
三
日
～
三
月
二
十
九
日
）
で
は
、『
福

島
県
歴
史
資
料
館
収
蔵
資
料
目
録
』
第

五
十
集
に
収
録
し
た
県
南
地
方
ゆ
か
り
の

「
円
谷
善
人
家
文
書
」
、
「
小
針
重
郎
家
文

書
（
そ
の
二
）
」
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

館
外
の
展
示
関
係
で
は
、
三
島
町
交
流

セ
ン
タ
ー
山
び
こ
で
「
奥
会
津
の
古
文
書

―
三
島
町
を
中
心
に
―
」
（
四
月
二
十
七

日
～
五
月
十
九
日
）
を
、
福
島
県
立
図
書

館
で
「
奥
会
津
の
古
文
書
―
昭
和
村
を
中

心
に
―
」
（
十
月
四
日
～
十
一
月
六
日
）

を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
ま
し
た
。

　

古
文
書
講
座
は
七
月
二
十
八
日
、
八
月

二
十
五
日
、
九
月
二
十
二
日
、
十
月
六
日

の
四
回
実
施
し
、
テ
キ
ス
ト
に
江
戸
時
代

の
村
の
古
文
書
を
使
用
し
ま
し
た
。

　

地
域
史
研
究
講
習
会
は
、
二
月
九
日
に

開
催
し
、
当
館
の
学
芸
員
の
他
に
、
東
京

大
学
史
料
編
纂
所
の
本
郷
和
人
先
生
を
お

招
き
し
て
、
「
西
国
型
国
家
と
東
国
―
地

域
を
考
え
る
―
」
の
演
題
で
、
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
会
と
し
て
は
、
福
島
市
（
二
回
）

と
郡
山
市
で
開
催
さ
れ
た
講
演
会
に
当
館

学
芸
員
を
講
師
と
し
て
派
遣
し
、
計
三
回

の
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

資
料
整
理
業
務
で
は
、
福
島
市
と
伊
達

市
関
係
の
史
料
を
整
理
し
、
三
月
末
に
『
福

島
県
歴
史
資
料
館
収
蔵
資
料
目
録
』
第

五
十
一
集
を
刊
行
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
大
学
の
博
物
館
実
習
生
は
、
八

月
三
名
、
九
月
十
三
名
を
受
け
入
れ
各
六

日
間
に
亘
り
実
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

日
常
の
収
蔵
資
料
の
閲
覧
業
務
等
で

は
、
一
月
末
現
在
で
、
約
五
七
○
○
点
の

資
料
に
つ
い
て
、
約
六
八
○
件
の
閲
覧
申

請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
資
料
掲
載
に
つ
い
て
は
、
十
五

点
の
資
料
に
つ
い
て
十
四
件
の
許
可
申
請

が
あ
り
ま
し
た
。
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